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七
月
四
日
は
語
呂
合
わ
せ

で
「
梨
の
日
」
と
な
っ
て
い

る
。
梨
は
果
物
産
出
額
ラ
ン

キ
ン
グ
五
位
、
日
本
人
の
好

き
な
果
物
ラ
ン
キ
ン
グ
で
四

位（
因
み
に
一
位
は
イ
チ
ゴ
）

に
入
っ
て
い
る
。
昨
年
、
全

国
大
会
が
開
催
さ
れ
た
鳥
取

県
は
、
梨
の
全
国
一
の
生
産

地
で
「
二
十
世
紀
」
は
ブ
ラ

ン
ド
と
な
っ
て
い
る
。
◆
甲

南
大
学
の
田
中
修
教
授
（
専

門
・
植
物
生
理
学
）よ
る 

と
、

「
二
十
世
紀
」
は
研
究
所
や

果
樹
園
で
作
り
出
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、一
八
八
八
年
、

千
葉
県
松
戸
市
の
民
家
の
ご

み
捨
て
場
で
苗
木
で
発
見
さ

れ
た
。
当
時
、
十
三
歳
の
少

年
が
持
ち
帰
り
育
て
た
と
い

う
。
百
十
年
前
の
一
九
〇
四

年
、
十
本
の
苗
木
が
鳥
取
県

に
取
寄
せ
ら
れ
、
栽
培
農
家

の
努
力
に
よ
り
一
流
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
育
ま
れ
た
。
◆
今

年
の
全
国
大
会
は
、
七
月

十
六
日
に
北
海
道
釧
路
市
に

て
開
催
さ
れ
る
。「
こ
ん
に

ち
は
」
を
意
味
す
る
ア
イ
ヌ

語
「
イ
ラ
ン
カ
ラ
プ
テ
」
を

北
海
道
の
お
も
て
な
し
の
キ

ー
ワ
ー
ド
と
し
て
広
め
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
が
昨
年
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
。
大
会
当
日
、

ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊
が
歓
迎
セ

レ
モ
ニ
ー
と
し
て
披
露
さ
れ

る
。
日
本
で
一
番
涼
し
い
釧

路
に
出
か
け
て
頂
き
た
い
。

・
第
54
回
通
常
総
会
提
出
議
案

・
総
会
、
全
国
大
会
・
懇
親
会
の
運
営
を
議
決

　

理
事
会
は
上
田

事
務
局
長
の
司
会

に
よ
り
開
会
を
行

っ
た
。
司
会
者
よ

り
出
席
者
の
報
告

が
行
わ
れ
、
定
足

数
を
満
た
し
適
法

に
成
立
す
る
旨
報

告
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、
大
澤
会

長
が
議
長
に
就
任

し
、
議
事
に
入
っ

た
。

第
一
号
議
案
　
専

務
理
事
選
出
に
関
す
る
件

　

本
件
に
つ
い
て
、
岩
野
総

務
部
長
か
ら
今
回
、
専
務
理

事
に
元
厚
生
労
働
省
健
康
局

水
道
課
課
長
の
粕
谷
明
博
氏

を
選
任
し
た
い
と
の
説
明
が

行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原

案
ど
お
り
議
決
さ
れ
た
。

第
二
号
議
案

　
第
五
十
四
回
通
常
総
会
に

提
出
す
る
議
案
に
関
す
る
件

　

本
件
に
つ
い
て
、
岩
野
総

務
部
長
、
岩
永
経
理
部
長
、

蒼
森
経
営
部
長
、
原
広
報
部

長
、
北
向
事
業
部
長
、
佐
藤

技
術
部
長
よ
り
第
五
十
四
回

通
常
総
会
に
上
程
さ
れ
る
次

の
四
つ
の
議
案
が
説
明
さ

れ
、
石
川
代
表
監
事
よ
り
監

事
会
に
よ
る
監
査
結
果
も
報

告
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原

案
通
り
議
決
さ
れ
た
（
平
成

二
十
六
年
度
の
事
業
報
告
の

第 318 回理事会

挨
拶
を
行
う

全
管
連
の
大
澤
会
長

専
務
理
事
に
元
厚
生
労
働
省
水
道
課
長
の

粕
谷
明
博
氏
を
選
出

北
海
道
連
の

小
坂
副
会
長

労
働
安
全
衛
生
総
合
研

究
所
の
高
木
首
席
研
究

員

通
常
総
会
、
平
成
二
十
六
年

度
全
国
大
会
及
び
懇
親
会
の

運
営
に
関
す
る
件

　

本
件
に
つ
い
て
、
岩
野
総

務
部
長
よ
り
、
総
会
、
大
会

の
進
行
と
担
当
者
、
平
成
二

十
六
年
度
全
国
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
決
議
案
等
が
提
案
さ

れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
通

り
議
決
さ
れ
た
。

　

な
お
、
開
催
地
の
北
海
道

連
の
小
坂
典
行
副
会
長
（
釧

路
市
管
工
事
業
協
同
組
合
理

事
長
）
よ
り
、
総
会
大
会
の

参
加
と
協
力
を
呼
び
か
け
る

挨
拶
を
さ
れ
た
。

　

以
上
で
議
案
の
審
議
を
終

了
し
た
。

　

理
事
会
終
了
後
、（
独
法
）

労
働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所

人
間
工
学
・
リ
ス
ク
管
理
研

究
グ
ル
ー
プ
の
高
木
元
也
首

席
研
究
員
よ
り
、「
水
道
工

事
事
故
防
止
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
及
び
「
社
会
保

険
未
加
入
対
策
」
の
概
要
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

本
会
は
全
管
連
ニ
ュ
ー
ス

五
月
号
に
掲
載
の
通
り
、
同

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
会
員
組
合
に
配
布

し
、
ま
た
、
水
道
事
故
防
止

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
の
説
明
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
説
明
会
の

開
催
を
希
望
さ
れ
る
団
体

は
、
全
管
連
事
務
局
（
電
話

〇
三
―
三
九
四
九
―
七
三
一

二
）
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

全管連

◇
臨
時
総
会
◇

役
員
補
充
選
任

　

本
会
の
臨
時
総
会
は
、
七

月
一
日
午
後
一
時
か
ら
東
京

任
し
議
事
に
入
っ
た
。

第
一
号
議
案　

役
員
補
充
選

任
に
関
す
る
件

　

本
件
に
つ
い
て
、
岩
野
総

務
部
長
か
ら
今
回
、
本
会
理

事
と
し
て
、
元
厚
生
労
働
省

健
康
局
水
道
課
長
で
本
会
参

与
の
粕
谷
明
博
氏
を
選
任
し

た
い
と
の
説
明
が
行
わ
れ
、

審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り

議
決
さ
れ
た
。（
敬
称
略
）

○
新
役
員

理
事

　

粕
谷　

明
博

理事会

概
要
は
三
面
に
掲
載
）。

○
総
会
提
出
議
案

（
１
）
平
成
二
十
五
年
度
事

業
報
告
書
及
び
決
算
関
係
書

類
承
認
の
件

（
２
）
平
成
二
十
六
年
度
事

業
計
画
、
収
支
予
算
並
び
に

経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法

決
定
の
件

（
３
）
平
成
二
十
六
年
度
借

入
金
残
高
の
最
高
限
度
決
定

の
件

（
４
）
役
員
補
充
選
挙
の
件

第
三
号
議
案
　
第
五
十
四
回

本
会
専
務
理
事
に
元
厚
生
労

働
省
健
康
局
水
道
課
長
の
粕

谷
明
博
氏
が
就
任

　

七
月
一
日
、
第
三
百
十
八

回
理
事
会
に
お
い
て
、
本
会

専
務
理
事
に
元
厚
生
労
働
省

健
康
局
水
道
課
長
の
粕
谷
明

博
氏
が
就
任
さ
れ
た
。
粕
谷粕谷　明博氏

氏
の
略
歴
は
次
の
通
り
で

す
。

粕
谷　

明
博
（
か
す
や　

あ

き
ひ
ろ
）
氏
の
略
歴

　

昭
和
五
十
四
年
四
月
に
厚

生
省
入
省
。
水
道
課
水
道
計

画
指
導
室
長
、
環
境
省
廃
棄

物
対
策
課
長
、
国
土
交
通
省

水
資
源
計
画
課
長
、
厚
生
労

働
省
水
道
課
長
（
平
成
二
十

年
八
月
〜
平
成
二
十
三
年
一

月
）
を
歴
任
。

　

昭
和
二
十
九
年
生
ま
れ
、

岐
阜
県
出
身
。

　

本
会
の
第
三
百
十
八
回
理

事
会
は
七
月
一
日
（
火
）
午

後
一
時
十
分
か
ら
、
東
京
都

港
区
の
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
全
国
か
ら
役
員
九
十

四
名
（
う
ち
書
面
議
決
提
出

者
三
十
名
）
が
出
席
し
た
。

都
港
区
の
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
に
お
い
て
四
十
九
団
体

（
う
ち
書
面
議
決
提
出
団
体

三
十
六
団
体
）
が
出
席
し
て

開
催
さ
れ
た
。

　

臨
時
総
会
は
上
田
局
長
の

司
会
に
よ
り
開
会
、
大
澤
会

長
の
挨
拶
を
行
っ
た
。
栃
木

県
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合

会
・
黒
澤
会
長
が
議
長
に
就



２

建
設
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び

公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
つ
い
て

　

国
土
交
通
省
は
、
六
月
四

日
、
土
地
・
建
設
産
業
局
建

設
業
課
長
名
を
も
っ
て
、
本

会
宛
て
に
標
記
を
通
知
さ
れ

た
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
全
管
連
ジ
ャ
ー
ナ
ル
八

月
号
に
て
、
国
土
交
通
省
担

当
官
に
よ
る
寄
稿
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
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建
設
業
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
及
び
公
共
工
事
の

品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
つ
い
て（
通
知
） 　

建
設
業
は
、
東
日
本
大
震

災
に
係
る
復
興
事
業
や
防

災
・
減
災
、
老
朽
化
対
策
、

耐
震
化
、
イ
ン
フ
ラ
の
維
持

管
理
な
ど
の
担
い
手
と
し

て
、
そ
の
果
た
す
べ
き
役
割

は
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
建
設
投
資
の
急

激
な
減
少
や
競
争
の
激
化
に

よ
り
、
建
設
業
の
経
営
を
取

り
巻
く
環
境
が
悪
化
し
、
ダ

ン
ピ
ン
グ
受
注
な
ど
に
よ

り
、
建
設
企
業
の
疲
弊
や
下

請
企
業
へ
の
し
わ
寄
せ
を
招

き
、
結
果
と
し
て
現
場
の
技

能
労
働
者
の
高
齢
化
や
若
年

入
職
者
の
減
少
と
い
っ
た
構

造
的
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
問
題
を
看
過

す
れ
ば
、
中
長
期
的
に
は
、

建
設
工
事
の
担
い
手
が
不
足

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
維
持
管
理
・

更
新
に
関
す
る
工
事
の
増
加

に
伴
い
、
こ
れ
ら
の
工
事
の

適
正
な
施
工
の
確
保
を
徹
底

す
る
必
要
性
も
高
ま
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応

し
、
現
在
及
び
将
来
に
わ
た

る
建
設
工
事
の
適
正
な
施
工

及
び
品
質
の
確
保
と
、
そ
の

担
い
手
の
確
保
を
目
的
と
し

て
、
以
下
の
と
お
り
法
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の

促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二

十
六
年
法
律
第
五
十
六
号
）」

が
、
平
成
二
十
六
年
六
月
四

日
に
公
布
さ
れ
、
即
日
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

公
共
工
事
の
発
注
者
は
、

本
改
正
法
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、

公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
担

い
手
の
中
長
期
的
な
育
成
及

び
確
保
に
配
慮
し
つ
つ
、
発

注
関
係
事
務
を
適
切
に
実
施

す
る
事
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

  

な
お
、
本
改
正
法
の
運
用

上
の
留
意
事
項
等
に
つ
い
て

は
、
改
正
後
の
品
確
法
第
九

条
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ

る
基
本
方
針
及
び
同
法
第
二

十
二
条
の
規
定
に
よ
り
定
め

ら
れ
る
発
注
関
係
事
務
の
運

用
に
関
す
る
指
針
（
運
用
指

針
）
に
お
い
て
定
め
る
こ
と

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

そ
の
策
定
後
改
め
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　「
建
設
業
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
に
つ
い
て

　
「
建
設
業
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十

六
年
法
律
第
五
十
五
号
）」

が
、
平
成
二
十
六
年
六
月
四

日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、（
一
）
建

設
業
法
（
二
）
公
共
工
事
の

入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
の

促
進
に
関
す
る
法
律
（
入
契

法
）（
三
）
浄
化
槽
法
（
四
）

建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再

資
源
化
等
に
関
す
る
法
律

（
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
） 

の

四
法
律
が
段
階
的
に
改
正
さ

れ
ま
す
。

施
行
日
と
改
正
内
容

１
．
公
布
日
か
ら
施
行
（
平

成
二
十
六
年
六
月
四
日
）

 

（
一
） 

建
設
工
事
の
担
い
手

の
育
成
及
び
確
保
と
そ
の
支

援
に
関
す
る
責
務
の
追
加

【
建
設
業
法
第
二
十
五
条
の

二
十
七
及
び
第
二
十
七
条
の

三
十
九
】（
略
）

２
．「
公
布
日
か
ら
一
年
を

超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

政
令
で
定
め
る
日
」
に
施
行

（
平
成
二
十
七
年
春
頃
を
予

定
）

 

（
一
） 

暴
力
団
排
除
条
項
の

整
備
【
建
設
業
法
】【
浄
化

槽
法
】【
建
設
リ
サ
イ
ク
ル

法
】（
略
）

（
二
） 「
役
員
」
の
範
囲
の
拡

大【
建
設
業
法
】【
浄
化
槽
法
】

【
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
】（
略
）

（
三
） 

許
可
申
請
書
の
閲
覧

制
度
の
見
直
し
【
建
設
業
法

第
十
三
条
】（
略
）

（
四
） 

注
文
者
か
ら
求
め
ら

れ
た
場
合
の
見
積
書
の
交
付

の
義
務
化
【
建
設
業
法
第
二

十
条
】（
略
）

（
五
）
公
共
工
事
の
入
札
及

び
契
約
の
適
正
化
の
基
本
と

な
る
べ
き
事
項
の
追
加
【
入

契
法
第
三
条
】（
略
）

（
六
）
公
共
工
事
の
受
注
者

が
暴
力
団
員
等
と
判
明
し
た

場
合
に
お
け
る
通
知
【
入
契

法
第
十
一
条
】（
略
）

（
七
）
公
共
工
事
に
お
け
る

入
札
金
額
の
内
訳
の
提
出

【
入
契
法
第
十
二
条
及
び
第

十
三
条
】（
略
）

（
八
） 

公
共
工
事
に
お
け
る

施
工
体
制
台
帳
の
作
成
及
び

提
出
【
入
契
法
第
十
五
条
】

（
略
）

３
．「
公
布
日
か
ら
二
年
を

超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

政
令
で
定
め
る
日
」
に
施
行

 

（
一
） 

許
可
に
係
る
業
種
区

分
の
見
直
し　

　

現
行
の
建
設
業
法
に
お
い

て
は
「
と
び
・
土
工
工
事
業
」

に
含
ま
れ
る
「
工
作
物
の
解

体
」
を
独
立
さ
せ
、
許
可
に

係
る
業
種
区
分
に
解
体
工
事

業
を
追
加
し
ま
す
。

　

 

「
公
布
日
か
ら
二
年
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政

令
で
定
め
る
日
」
か
ら
施
行

さ
れ
、
解
体
工
事
業
を
営
む

者
に
つ
い
て
は
、
同
日
か
ら

解
体
工
事
業
の
許
可
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
施
行
の
際
す
で

に
と
び
・
土
工
工
事
業
の
許

可
で
解
体
工
事
業
を
営
ん
で

い
る
建
設
業
者
に
つ
い
て
は

経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
、
施

行
日
か
ら
三
年
間
は
、
引
き

続
き
と
び
・
土
工
工
事
業
の

許
可
を
有
し
て
い
る
限
り
、

解
体
工
事
業
の
許
可
を
受
け

な
く
て
も
引
き
続
き
解
体
工

事
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。【
附
則
第
三
条
】

国交省
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平
成
26
年
の
職
場
に
お
け
る

熱
中
症
予
防
対
策
の
重
点
的
な

実
施
に
つ
い
て

　

来
る
七
月
十
六
日
、
北
海

道
釧
路
市
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
釧
路
に
て

開
催
さ
れ
る
全
管
連
第
五
十

四
回
通
常
総
会
に
お
い
て
上

程
さ
れ
る
平
成
二
十
五
年
度

事
業
報
告
書
（
案
）
の
概
説

を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
同
報
告
書
（
案
）

は
七
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た

第
三
百
十
八
回
理
事
会
に
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
二
十
五
年
度
事
業
報

告
書
（
案
）
概
説

　

平
成
二
十
五
年
度
の
日
本

経
済
は
、
安
倍
政
権
に
よ
る

経
済
政
策「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

に
よ
り
円
安
・
株
高
が
進
行

し
、
消
費
者
心
理
や
景
況
感

が
改
善
す
る
と
と
も
に
、
利

益
を
積
み
上
げ
た
企
業
が
賃

上
げ
・
設
備
投
資
に
前
向
き

な
姿
勢
を
見
せ
る
な
ど
、
デ

フ
レ
脱
却
の
た
め
の
好
循
環

に
恵
ま
れ
た
。
平
成
二
十
六

年
に
入
り
、
こ
れ
ま
で
順
調

に
推
移
し
て
き
た
円
安
・
株

高
に
一
服
感
が
み
ら
れ
、
四

月
か
ら
の
消
費
増
税
に
伴
う

駆
け
込
み
需
要
の
反
動
に
よ

り
景
気
の
落
ち
込
み
が
み
ら

れ
た
も
の
の
、
そ
の
影
響
は

一
時
的
で
あ
り
、
今
後
も
日

本
経
済
は
緩
や
か
に
回
復
す

る
と
の
予
想
が
大
勢
を
占
め

て
い
る
。

　

建
設
産
業
に
お
い
て
は
、

好
景
気
や
増
税
前
の
駆
け
込

み
需
要
な
ど
に
加
え
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
決
定

や
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
ル
ー
ト

の
公
表
な
ど
大
規
模
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
対
す
る
期
待
、
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お

け
る
復
興
の
本
格
化
、
大
震

災
に
備
え
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
耐
震
化
、
高
度
成
長
期
に

築
造
さ
れ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
更
新
・
補
修
な
ど
、
近
年

稀
に
見
る
ほ
ど
に
建
設
需
要

が
増
加
し
て
い
る
。

　

他
方
、資
材
価
格
の
高
騰
、

技
術
者
・
技
能
労
働
者
不
足

と
労
務
費
の
高
騰
、
こ
れ
ら

建
設
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ
る

相
次
ぐ
入
札
の
不
調
な
ど
、

思
わ
ぬ
建
設
需
要
の
発
生

に
、
需
要
の
減
少
に
伴
い
規

模
の
縮
小
を
強
い
ら
れ
て
き

た
建
設
産
業
界
が
十
分
対
応

し
き
れ
ず
、
こ
れ
ら
諸
問
題

が
経
済
発
展
を
阻
害
す
る
懸

念
さ
え
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
国
土
交
通

省
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
「
建

設
産
業
の
再
生
と
発
展
の
た

め
の
方
策
二
〇
一
二
」
等
を

通
じ
、
技
術
者
や
技
能
労
働

者
の
確
保
・
育
成
対
策
と
し

て
、
技
能
労
働
者
の
処
遇
の

改
善
及
び
社
会
保
険
未
加
入

対
策
を
推
進
し
て
き
た
が
、

平
成
二
十
五
年
九
月
に
各
専

門
工
事
業
団
体
が
作
成
し
た

標
準
見
積
書
の
一
斉
活
用
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
と
と
も

に
、
女
性
や
外
国
人
な
ど
を

新
た
な
担
い
手
と
し
て
迎
え

入
れ
る
た
め
の
環
境
整
備
に

乗
り
出
す
な
ど
、
建
設
産
業

の
健
全
な
発
展
の
た
め
の
施

策
を
講
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
公
共
工
事
設
計
労

務
単
価
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
社
会
保
険
の

加
入
に
必
要
な
法
定
福
利
費

相
当
分
を
取
り
込
む
と
と
も

に
、
急
騰
す
る
労
務
費
を
適

切
に
反
映
し
た
結
果
、
全
五

十
職
種
の
単
純
平
均
単
価
が

前
年
度
比
七
・
一
％
の
上
昇

と
な
り
、
か
つ
新
単
価
を
前

倒
し
し
て
適
用
す
る
措
置
が

講
じ
ら
れ
た
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

上
述
し
た
水
道
施
設
の
耐
震

化
、
老
朽
化
施
設
の
更
新
の

み
な
ら
ず
、
水
質
汚
染
や
料

金
収
入
の
減
少
へ
の
対
策
、

水
道
局
職
員
の
減
少
と
技

術
・
技
能
の
伝
承
へ
の
対
応

な
ど
難
題
が
山
積
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
諸
課
題
を
早
期

に
解
決
す
べ
く
、
平
成
二
十

五
年
十
一
月
、
与
党
自
由
民

主
党
の
有
志
に
よ
り
「
水
道

事
業
促
進
議
員
連
盟
」
が
発

足
し
、
そ
の
設
立
総
会
が
党

本
部
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
六
年
四
月
に
は
、

同
議
連
の
働
き
か
け
に
よ

り
、
激
甚
災
害
で
水
道
が
被

災
し
た
際
の
災
害
復
旧
費
の

補
助
率
が
通
常
の
二
分
の
一

か
ら
三
文
の
二
に
改
正
さ
れ

る
な
ど
、
同
議
連
に
よ
る
今

後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
二

十
五
年
度
に
行
わ
れ
た
主
な

事
業
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。

・
総
務
部
門
で
は
、
大
澤
会

長
が
太
田
国
土
交
通
大
臣
を

は
じ
め
と
す
る
表
敬
訪
問
を

精
力
的
に
行
い
、
東
日
本
大

震
災
に
お
け
る
本
会
会
員
に

よ
る
応
急
復
旧
活
動
状
況
の

報
告
及
び
、
本
業
界
に
お
け

る
懸
案
の
解
決
に
理
解
を
求

め
た
。

・
経
理
部
門
で
は
、
全
国
中

央
会
、
東
京
都
中
央
会
、
顧

問
税
理
士
等
の
指
導
に
よ

り
、
連
合
会
経
理
の
健
全
化

と
税
務
会
計
の
適
正
化
に
努

め
た
。

・
経
営
部
門
で
は
、
平
成
二

十
五
年
十
月
に
開
催
し
た
第

三
百
十
六
回
理
事
会
に
お
い

て
、
法
定
福
利
費
を
内
訳
明

示
し
た
標
準
見
積
書
を
作
成

し
て
承
認
を
受
け
、
現
在
、

こ
の
標
準
見
積
書
を
本
会
機

関
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
、
周
知
・
促
進
を
図
っ

た
。

・
広
報
部
門
で
は
、
広
報
委

員
会
が
大
阪
配
管
高
等
職
業

訓
練
校
を
視
察
す
る
と
と
も

に
、
大
阪
市
管
工
設
備
協
同

組
合
と
若
年
技
術
者
や
技
能

者
の
育
成
を
柱
と
し
た
意
見

交
換
を
行
い
、
そ
の
詳
細
を

全
管
連
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
掲
載

し
て
広
く
会
員
に
周
知
し

た
。

・
事
業
部
門
で
は
、
商
品
改

定
後
二
年
目
と
な
る
管
工
事

賠
償
補
償
制
度
に
つ
い
て
、

三
百
八
件
も
の
新
規
契
約
を

獲
得
し
た
。
本
会
で
は
、
組

合
手
数
料
率
を
従
来
の
四
十

％
か
ら
六
十
％
に
引
き
上
げ

る
と
と
も
に
、
各
支
部
に
対

し
、
会
員
企
業
一
社
あ
た
り

二
百
円
の
制
度
推
進
費
を
支

払
う
こ
と
で
、
加
入
件
数
増

加
に
伴
う
利
益
を
会
員
に
還

元
し
た
。

・
技
術
・
技
能
に
関
す
る
部

門
で
は
、
平
成
二
十
六
年
度

水
道
施
設
整
備
費
等
国
庫
補

助
事
業
に
係
る
歩
掛
表
の
改

定
に
つ
い
て
、
Ｇ
Ｘ
形
ダ
ク

タ
イ
ル
鋳
鉄
管
施
工
時
に
お

け
る
掘
削
幅
を
Ｎ
Ｓ
形
の
そ

れ
に
合
わ
せ
て
拡
大
す
る
よ

う
要
望
し
た
も
の
の
、
実
態

と
の
乖
離
が
認
め
ら
れ
な
い

と
し
て
棄
却
さ
れ
た
。
た
だ

し
、
現
行
の
標
準
掘
削
断
面

に
関
す
る
記
載
内
容
を
誤
解

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
現

場
実
態
事
例
が
あ
る
と
し

て
、
掘
削
幅
の
内
径
が
五
十

㎝
確
保
出
来
る
よ
う
分
か
り

や
す
い
表
現
に
記
載
内
容
を

修
正
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
設
備
工
業
教

育
研
究
会
「
設
備
工
業
科
」

在
校
生
の
う
ち
、
平
成
二
十

五
年
度
技
能
検
定「
配
管（
建

築
配
管
作
業
）」
を
受
検
す

る
生
徒
に
対
し
、
一
回
分
の

練
習
用
材
料
を
提
供
す
る
こ

と
で
技
能
資
格
の
取
得
を
支

援
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
五
月
二

十
九
日
付
け
で
、
労
働
基
準

局
安
全
衛
生
部
長
名
を
も
っ

て
、
関
係
団
体
の
長
宛
て
に

標
記
を
通
知
さ
れ
た
。な
お
、

同
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
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平
成
二
十
六
年
の
職
場
に
お

け
る
熱
中
症
予
防
対
策
の
重

点
的
な
実
施
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
こ
の

ほ
ど
、平
成
二
十
五
年
の「
職

場
で
の
熱
中
症
に
よ
る
死
亡

災
害
の
発
生
状
況
」
を
と
り

ま
と
め
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、昨
年（
平

成
二
十
五
年
）
の
職
場
で
の

熱
中
症
に
よ
る
死
亡
者
は
三

十
人
と
、
平
成
二
十
四
年
よ

り
も
九
人
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

業
種
別
に
み
る
と
、「
製

造
業
」（
七
人
←
平
成
二
十

四
年
四
人
）、「
農
業
」（
一

人
←
同
０
人
）、「
運
送
業
」

（
一
人
←
同
０
人
）、「
そ
の

他
の
事
業
」（
九
人
←
同
二

人
）
で
増
加
し
、「
建
設
業
」

（
九
人
←
同
十
一
人
）、「
林

業
」（
一
人
←
同
二
人
）
で

減
少
し
、「
警
備
業
」（
二
人

←
同
二
人
）
で
同
数
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
業
種
の

う
ち
派
遣
業
は
三
人
で
、
そ

の
う
ち
製
造
業
へ
の
派
遣
は

二
人
で
し
た
。

　

ま
た
、
死
亡
し
た
三
十
人

の
状
況
を
み
る
と
、

W
B
G
T

値
＊
（
暑
さ
指
数
）

の
測
定
を
行
っ
て
い
な
か
っ

た
（
二
十
八
人
）、
計
画
的

な
熱
へ
の
順
化
期
間
が
設
定

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
三
十

人
）、
定
期
的
な
水
分
・
塩

分
の
摂
取
を
行
っ
て
い
な
か

っ
た
（
十
四
人
）、
熱
中
症

の
発
症
に
影
響
を
与
え
る
お

そ
れ
の
あ
る
疾
病
を
有
し
て

い
た
（
十
四
人
）
な
ど
、
基

本
的
な
対
策
が
取
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
職
場

で
の
熱
中
症
の
予
防
に
つ
い

て
、W

B
G
T

値
を
測
定
す

る
こ
と
で
、
職
場
の
暑
熱
の

状
況
を
把
握
し
、
作
業
環
境

や
作
業
、
健
康
の
管
理
を
行

う
な
ど
の
具
体
的
な
対
策
を

定
め
て
い
ま
す
。

厚労省

3

　

全
管
連
第
54
回
通
常
総
会

事
業
報
告
案
の
概
説

全
管
連
の
取
組
み
に
つ
い
て
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国
土
交
通
省
は
、
五
月
二

十
三
日
、
土
地
・
建
設
産
業

局
建
設
市
場
整
備
課
長
名
を

も
っ
て
、
本
会
宛
て
に
標
記

を
通
知
さ
れ
た
。

　

な
お
、
全
管
連
で
は
下
記

チ
ラ
シ
の
と
お
り
、
公
共
事

業
労
務
費
調
査
に
係
る
記
入

ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
い
ま

す
。
会
員
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
配
管
技
能
資
格
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
」を
ご
覧
下
さ
い
。

公
共
事
業
労
務
費
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
調
査
（
平
成
二
十
六

年
七
月
調
査
）
の
実
施
に
つ

い
て

　

全
国
的
に
建
設
技
能
労
働

者
の
賃
金
水
準
が
上
昇
傾
向

に
あ
り
、
今
後
も
変
動
性
が

高
い
状
態
が
継
続
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
労
働

市
場
に
お
け
る
賃
金
変
化
の

実
態
を
と
ら
え
る
調
査
を
行

い
、
状
況
を
注
視
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
二
十
六

年
七
月
時
点
を
対
象
と
し
た

公
共
事
業
労
務
費
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
調
査
を
下
記
の
と
お

り
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、

調
査
の
精
度
、
透
明
性
を
更

に
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
下
記

の
事
項
に
つ
い
て
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
と

と
も
に
、
貴
団
体
の
各
会
員

に
対
し
て
も
周
知
方
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

記

１
．
公
共
事
業
労
務
費
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
（
平
成
二

十
六
年
七
月
調
査
）
に
お
け

る
重
要
事
項

（
一
）
公
共
事
業
労
務
費
調

査
と
の
同
等
性
の
確
保

　

本
調
査
は
、
全
国
的
な
建

設
技
能
労
働
者
の
貸
金
の
変

動
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の

調
査
で
あ
り
、
公
共
事
業
労

務
費
調
査
と
同
等
程
度
の
手

法
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。
但

し
、
準
備
に
要
す
る
期
間
に

鑑
み
、
現
況
調
査
、
調
査
説

明
会
等
は
省
略
し
ま
す
。

（
二
）
貸
金
水
準
の
正
確
な

把
操
の
徹
底

　

昨
今
、
技
能
労
働
者
の
適

切
な
賃
金
水
準
の
確
保
に
つ

い
て
、
官
民
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

調
査
に
は
一
層
の
正
確
性
を

期
し
て
実
施
し
ま
す
。
特

に
、
退
職
金
等
、
不
定
期
の

貸
金
に
つ
い
て
も
、
遺
漏
の

な
い
よ
う
正
確
に
記
入
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
原
則
と
し

て
現
場
で
働
く
技
能
労
働
者

全
て
が
調
査
対
象
と
な
る
こ

と
の
周
知
徹
底
を
お
願
い
し

ま
す
。

（
三
）
社
会
保
険
加
入
状
況

の
確
認

「
建
設
産
業
の
再
生
と
発
展

の
た
め
の
方
策
２
０
１
２
」

（
平
成
二
十
四
年
七
月
十
日

国
土
交
通
省
建
設
産
業
戦
略

会
議
）
を
受
け
、
技
能
労
働

者
の
処
遇
の
向
上
、
公
平
で

健
全
な
競
争
環
境
の
構
築
に

向
け
て
、
今
回
も
社
会
保
険

加
入
状
況
等
の
実
態
把
握
及

び
保
険
料
が
わ
か
る
資
料
の

提
示
を
受
け
る
こ
と
と
し
ま

す
。

（
四
）
調
査
対
象
外
の
労
働

者
　

見
習
・
手
元
等
の
労
働
者

に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お

り
、
原
則
と
し
て
調
査
対
象

外
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
老

齢
厚
生
年
金
（
在
職
老
齢
年

金
）
及
び
高
年
齢
雇
用
継
続

給
付
（
高
年
齢
雇
用
継
続
給

付
金
、
高
年
齢
再
就
職
給
付

金
）
の
受
給
に
伴
い
、
時

給
、
日
給
又
は
月
給
を
減
額

し
、
日
当
た
り
賃
金
を
調
整

し
て
い
る
労
働
者
に
つ
い
て

も
同
様
に
、
調
査
対
象
外
と

し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
調
査

対
象
企
業
に
お
い
て
は
、

個
々
の
労
働
者
の
技
能
、
年

金
等
の
受
給
状
況
及
び
受
給

に
伴
う
賃
金
の
調
整
方
法
等

に
つ
い
て
十
分
に
確
認
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
．
会
場
調
査
の
実
施
等

（
一
）
調
査
精
度
の
確
保
の

た
め
、
調
査
対
象
企
業
の

方
々
に
、
調
査
の
趣
旨
・
内

容
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
以
下
の
点

に
留
意
願
い
ま
す
。

・
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
工

事
の
元
請
企
業
は
、
調
査
対

象
と
な
る
下
請
企
業
へ
の
早

期
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

・
元
請
企
業
は
下
請
企
業
へ

の
連
絡
・
指
導
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

・
元
請
企
業
は
下
請
企
業
に

対
し
て
調
査
の
手
引
き
の
配

布
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
た
入
手
方
法
の
周
知
を

お
願
い
し
ま
す
。

公
共
事
業
労
務
費
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

調
査
（
平
成
26
年
７
月
調
査
）
の

実
施
に
つ
い
て

公
共
事
業
労
務
費
調
査
（
平

成
25
年
10
月
調
査
）
に
お
け

る
社
会
保
険
加
入
状
況
調
査

結
果
に
つ
い
て

　

農
林
水
産
省
及
び
国
土
交

通
省
が
平
成
二
十
五
年
十
月

に
実
施
し
た
、
公
共
事
業
労

務
費
調
査
に
お
け
る
、
公
共

工
事
に
従
事
す
る
建
設
企

業
、
建
設
労
働
者
の
社
会
保

険
加
入
状
況
調
査
結
果
を
発

表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
管

連
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
て
国
交
省

担
当
官
に
よ
る
寄
稿
予
定
で

す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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保
険
加
入
状
況
調
査
の
結

果
概
要
は
、
企
業
単
位
で
の

保
険
加
入
状
況
及
び
労
働
者

個
人
単
位
で
の
保
険
加
入
状

況
は
以
下
の
通
り
。

１
．
各
保
険
加
入
割
合

◎
企
業
別　

雇
用
保
険

（
九
十
六
％
）、
健
康
保
険

（
九
十
二
％
）、
厚
生
年
金

（
九
十
一
％
）
三
保
健
（
九
十

％
）

◎
労
働
者
別　

雇
用
保
険

（
七
十
六
％
）、
健
康
保
険

（
六
十
六
％
）、
厚
生
年
金

（
六
十
四
％
）、
三
保
険

（
六
十
二
％
）

２
．
項
目
別
社
会
保
険
加
入

傾
向

◎
企
業
別
（
加
入
率
高
）

・
県
別　

長
崎
（
九
十
八

％
）、
高
知
（
九
十
七
％
）

・
職
種
別
（
主
な
も
の
）
電

工
（
九
十
六
％
）、
配
管
工

（
九
十
五
％
）、
運
転
手
（
特

殊
）（
九
十
五
％
）

・
元
請
、
下
請
次
数
別　

元

請
（
九
十
七
％
）

・
事
業
所
規
模
別　

三
百
人

か
ら
四
百
九
十
九
人

（
九
十
七
％
）

◎
労
働
者
別
（
加
入
率
高
）

・
県
別　

島
根
（
八
十
六

％
）、
石
川
（
八
十
三
％
）、

富
山
（
八
十
三
％
）

・
職
種
別　

電
工
（
九
十
二

％
）、配
管
工
（
八
十
九
％
）、

土
木
一
般
世
話
役
（
八
十
六

％
）

・
元
請　

八
十
％

全
国
建
設
研
修
セ
ン
タ
ー
に

設
備
工
業
科
在
校
生
の
受
験

機
会
の
拡
大
を
陳
情

　

本
会
と
全
国
設
備
工
業
教

育
研
究
会
（
大
菅
順
市
会
長

（
滋
賀
県
立
彦
根
工
業
高
等

学
校
長
））は
、六
月
十
二
日
、

（
一
財
）
全
国
建
設
研
修
セ

ン
タ
ー
を
訪
れ
、
二
級
管
工

事
施
工
管
理
技
術
検
定
学
科

国交省

技
能
資
格
は
働
く
人
々
の
有
す
る
技
能
を
国
が
証
明
す
る
も
の
で
す
。

配
管
技
能
士
資
格
を
取
得
し
て
、一
人
前
に
な
ろ
う
！

技
能
資
格
は
働
く
人
々
の
有
す
る
技
能
を
国
が
証
明
す
る
も
の
で
す
。

配
管
技
能
士
資
格
を
取
得
し
て
、一
人
前
に
な
ろ
う
！

調査の手順

賃金・福利厚生モデル

各発注期間から、元請の方に調査協力依頼及び説明会へ
の出席案内。元請から、対象工事の10月に工事を行って
いる全ての下請（2次以下の下請も含みます）に対し、調
査の協力依頼と調査票等（説明会等で配布）の配布。

調査対象となった場合、説明会に必ず出席して下さい。
説明会には調査対象工事の現場代理人等、現場の状況に
精通しておられる方及び経理担当者等、賃金の管理に詳
しい方をお願いいたします。

各発注機関から、元請の方に会場調査の案内（実施日、
会場等）。調査会場では、提出された調査票等が正しく
記入、作成されているかどうかを調査員が会社ごとに個
別に確認。

調査票記入内容が現場の状況を的確には反映しているか
の確認のため、会場調査実施前に工事現場の現状調査を
行い、現場の作業内容及び労働者数を確認。

説明会での説明内容、資料をもとに、会場調査に提出す
る調査票の記入。裏面のポイント参照。

調査結果を基に、次年度の公共工事設計労務単価を設定。

設定された設計労務単価を使用して、
次年度の公共工事予算が算定。

調査対象工事の実施

現況調査の実施

説明会の実施

調査票への記入

会場調査
（調査票の提出・記入内容の確認）

公共工事設計労務単価の設定

公共工事予算の算定

年　齢 18歳

高校卒業 結婚 子供誕生 子供の進学・卒業

20歳 30歳 40歳 50歳 65歳～

職　位

ライフ・ステージ

賃　金

技能工
昇進モデル

技術（営業）職
昇進モデル

技
能
者

（
見
習
）

技
能
士

班
長

（
主
任
）

職

　
長

工
事
長

役

　
員

 

技
術

（
営
業
）職

（
一
般
職
）

 

技
術

（
営
業
）職

 

係
長

 

技
術

（
営
業
）職

 

課
長

 

技
術

（
営
業
）職

 

部
長

役

　
員 （退職）

（退職）

入社

入社

超過勤務手当等、法定手当の支給

○資格手当・技能手当等による賃金の充実
○職能、職位の向上に対応した基本給の設定

○家族構成等に対応した家族手当、住宅手当、地域手当等の充実
○ライフ・ステージに対応した生計費の増減に伴う基本給の設定

技能検定は働く人々の技能を一定の基準により検定し、国が証明する制度です。

技能に対する社会一般の評価を高め、働く人々の技能と地位の向上を目的としています。

技能検定合格者には、厚生労働大臣名（特級、1級、単一等級）または

都道府県知事名（2級、3級）の合格証書が交付され、技能士と称することができます。

資格取得は
実力の証し！

国家資格で高まる
社会的地位

給水装置工事
主任技術者

管工事施工
管理技士

土木施工
管理技士

配管技能士

資格で自分の
キャリアをアップ

国家資格に
チャレンジ！

力をつけて、
次のステップへ

技能・技術の裏づけは
なんといっても資格

公
共
事
業
労
務
費
調
査
を
受
け
ら
れ
る

現
場
代
理
人
・
経
理
担
当
者
の
皆
様
へ

公
共
事
業
労
務
費
調
査
を
受
け
ら
れ
る

現
場
代
理
人
・
経
理
担
当
者
の
皆
様
へ

適正な記入のために

日頃から準備しておく必要不可欠なもの

●労働基準法に基づく「就業規則または雇用契約書」の整備（所定労働時間が週40時間を超

えず、給与規定・諸手当・勤務時間・休日・有給休暇を明記しよう。）

●「賃金台帳」を正しく記入（受領を証明する押印または銀行振込領収書）

●調査票記入根拠の資料（休日カレンダー、作業日報、有給休暇簿、施工体制台帳（元請のみ））

公共事業労務費調査とは

農林水産省と国土交通省が、毎年、公共工事に従事する労働者の県別賃金を職種ごと
に調査し、その調査結果に基づいて公共工事の積算に用いる「公共工事設計労務単
価」を決定する調査のことです。
公共工事設計労務単価は公共工事の積算に使用される労務単価で、国、都道府県等の
公共工事はもちろんのこと、民間工事の積算に大きな影響を与えます。

1

2

3

トンイ労務費調査票の記入は　　　が ！

●調査対象労働者は、配管工、ダクト工、保温工、

設備機械工等対象職種（51職種）に該当する

労働者です。

●相当程度の技能を有する配管工と普通作業員

との区別を明確にしよう。調査でいう「配管

工」とは、相当程度の技能を有し、建物ならび

に屋外における給排水、冷暖房、給気、換気等

の設備工事に関する作業について主体的業務

を行う方です。有資格者でも補助的業務を主

に実施した場合には「普通作業員」に分類して

ください。

■基準外手当とは
・各職種の建設労働者の通常の作業条件・内容を超えた特殊な労働に対する手当
・時間外・休日または深夜の割増賃金の代替としての手当
・使用者の責に帰するべき事由により労働者を休業させたことに対する休業手当
・労働者持ちの工具・車両の損料等、賃金ではなく経費の負担にあたる手当

基準内手当 実物給与

●基本給（定額給）

●出来高給

公共工事設計労務単価は以下の4つから構成されています。

●毎日あるいは毎月決まって
　支払われる手当
○家族手当（扶養手当）　○通勤手当
○都市手当（調整手当）　○住宅手当
○現場手当　　　　　　○技能手当
○有給休暇手当（日給制の場合）
○精勤手当 等

●賞与（ボーナス・一時金）

●見舞金、結婚祝金、退職金等

●通勤定期、回数券

●食事支給（残業時は除く）

●通勤ガソリン

●住宅の貸与

●調査は一日分ではありません、１ヵ月が対象です。

●割増賃金（時間外、休日、深夜）は含みません。

●労働時間は作業日報、出勤簿などと整合していなけ

　ればなりません。

職種を正しく分類する

次の4つの記入漏れをなくそう！

所定労働時間に注意しよう

ここここ ポ

臨時の給与基本給相当額

材料運搬だけでなく、
技能士資格をとって
一人前の配管工を
目指すぞ！

寸法取りから、ネジ切り、
吊込み、接続、試験まで、
ひととおりできるように
なり、一人前になったな

普通作業員

配管工

今、私は作業中です。
この調査は所定労働時間、
通常8時間以内が対象です。
１週40時間が基本です。

職場における技能の証

配管工・ダクト工・保温工・設備機械工

公共事業労務費調査を受けられる
企業担当者の皆様へ

全国管工事業協同組合連合会
（国土交通大臣認可団体）
http://www.zenkanren.or.jp/

―日頃から準備しておくものから調査票の記入まで―

（平成25年3月）

配管技能資格を
取得し
活用しよう！

競技会にも挑戦！

技能五輪全国大会

技能五輪国際大会（ロンドン）

試
験
受
験
機
会
の
拡
大
等
を

陳
情
し
た
。

　

当
日
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の

野
見
山
理
事
長
を
訪
問
し
、

本
会
の
松
田
総
務
担
当
副
会

長
が
以
下
の
三
点
に
つ
い
て

陳
情
し
た
。

　

本
紙
六
月
号
に
て
既
報
の

と
お
り
、
本
会
と
全
設
研
は

五
月
に
国
土
交
通
省
土
地
・

建
設
産
業
局
長
に
同
様
の
陳

情
を
行
っ
て
い
る
。

（
陳
情
）

１
、二
級
管
工
事
施
工
管
理

技
術
検
定
学
科
試
験
会
場
の

拡
大
に
つ
い
て

２
、
全
国
設
備
工
業
教
育
研

究
会 

会
員
校
の
活
用
に
つ

い
て

３
、
受
験
機
会
の
拡
大
又
は

二
級
技
術
検
定
学
科
試
験
の

免
除
に
つ
い
て 
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業種別許可業者数の推移
単位：人

22年 23年 24年 25年 26年
土木 149,020 144,039 139,049 134,480 133,904 
管 88,234 86,866 85,139 83,648 83,890 

水道施設 86,146 84,475 82,793 81,342 81,505 

建
設
業
許
可
業
者
数
調
査
の
結
果

管
工
事
業
者
数
８
万
３
８
９
０
社
で

前
年
度
比
プ
ラ
ス
０
・
１
％

︱
平
成
26
年
３
月
末
現
在
︱

の
減
少
と
な
っ
た
。
一
般
建

設
業
の
許
可
を
取
得
し
て
い

る
事
業
者
は
四
十
四
万
九
千

六
百
七
十
一
業
者
で
、
前
年

同
月
比
五
百
四
十
六
業
者

（
〇
・
一
％
）の
増
加
と
な
り
、

一
般
建
設
業
許
可
業
者
数
が

最
も
多
か
っ
た
平
成
十
二
年

三
月
末
時
点
と
比
較
す
る
と

十
二
万
八
千
三
十
八（
二
二
・

二
％
）
の
減
少
。

　

特
定
建
設
業
の
許
可
を
取

得
し
て
い
る
事
業
者
は
四
万

三
千
六
十
一
業
者
で
、
前
年

同
月
比
二
百
二
十
七
業
者

（
〇
・
五
％
）の
増
加
と
な
り
、

特
定
建
設
業
許
可
業
者
数
が

最
も
多
か
っ
た
平
成
十
七
年

三
月
末
時
点
と
比
較
す
る
と

八
千
百
十
五
業
者
（
一
五
・

九
％
）
の
減
少
。

　

管
工
事
業
者
数
は
八
万
三

千
八
百
九
十
業
者
で
、
前
年

同
月
比
二
百
四
十
二
業
者

（
一
・
〇
％
）
の
増
加
と
な

っ
た
。

　

水
道
施
設
工
事
業
者
数
は

八
万
千
五
百
五
業
者
で
、
前

年
同
月
比
百
六
十
三
業
者

（
〇･

二
％
）
の
減
少
と
な

っ
た
。
土
木
工
事
業
業
者
数

は
十
三
万
三
千
九
百
四
業
者

で
、
前
年
同
月
比
五
百
七
十

六
業
者
（
五･

〇
％
）
の

減
少
と
な
っ
た
。

　

前
年
同
月
に
比
べ
て
取
得

業
者
数
が
増
加
し
た
許
可
業

種
は
二
十
三
業
種
と
な
っ
て

お
り
、
増
加
率
は
熱
絶
縁
工

事
業
が
四
・
六
％
と
最
も
高

　

国
土
交
通
省
は
、
六
月
四

日
、
平
成
二
十
六
年
三
月
末

現
在
の
建
設
業
許
可
業
者
数

調
査
の
結
果
を
発
表
し
た
。

詳
細
は
同
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

h
ttp

:/
/
w

w
w

.m
lit.

go.jp/report/press/

to
tik

e
n
sa

n
g
y
o
1
3
_

hh_000258.htm
l

　

建
設
業
法
第
三
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
建
設
業
の
許

可
を
受
け
て
い
る
業
者
数

は
、
四
十
七
万
六
百
三
十
九

業
者
で
、
前
年
同
月
比
七
百

三
十
九
業
者
（
〇
・
二
％
）

く
な
っ
た
。

　

逆
に
減
少
し
た
許
可
業
種

は
五
業
種
と
な
っ
て
お
り
、

減
少
率
は
清
掃
施
設
工
事
業

が
二･

三
％
と
最
も
高
く
、

以
下
、
造
園
工
事
業
（
一
・

四
％
）、さ
く
井
工
事
業
（
〇

･

八
％
）、建
築
工
事
業（
三
・

九
％
）、
土
木
（
〇
・
四
％
）、

と
な
っ
て
い
る
。

　

管
工
事
業
、
水
道
施
設
工

事
業
、
土
木
工
事
業
の
内
訳

は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
、
管
工
事
業

　

一
般
建
設
業
者
七
万
五
千

四
百
三
十
二
（
前
年
同
月
七

万
六
千
六
百
九
十
八
）業
者
、

特
定
建
設
業
者
八
千
四
百
五

十
八（
同
八
千
四
百
四
十
一
）

業
者
、
大
臣
許
可
業
者
三
千

二
百
七
十
八
（
同
三
千
二
百

四
十
四
）
業
者
、
知
事
許
可

業
者
数
八
万
六
百
十
二
（
同

八
万
千
八
百
九
十
五
）業
者
。

２
、
水
道
施
設
工
事
業

　

一
般
建
設
業
者
六
万
千
八

百
六
十
五
（
同
六
万
二
千
八

百
三
十
八
）
業
者
、
特
定
建

設
業
者
一
万
九
千
六
百
四
十

（
一
万
九
千
九
百
五
十
五
）

業
者
、
大
臣
許
可
業
者
二
千

九
百
十
八
（
同
二
千
八
百
七

十
三
）
業
者
、
知
事
許
可
業

者
数
七
万
八
千
五
百
八
十
七

（
同
七
万
九
千
九
百
二
十
）

業
者
。

３
、
土
木
工
事
業

　

一
般
建
設
業
者
十
万
七
千

三
百
八
十
四
（
同
十
一
万
千

六
百
九
十
九
）
業
者
、
特
定

建
設
業
者
二
万
六
千
五
百
二

十（
同
二
万
七
千
三
百
五
十
）

業
者
、
大
臣
許
可
業
者
四
千

四
百
七
十
（
同
四
千
四
百
八

十
）
業
者
、
知
事
許
可
業
者

数
十
二
万
九
千
四
百
三
十
四

（
同
十
三
万
四
千
五
百
六
十

九
）
業
者
。

桑江市長（前列中央）に提言書
を手渡したＯＴＲＧのメンバー

桑
江
沖
縄
市
長
に
街
づ
く
り
を
提
言

沖
縄
市
管
工
事
協
同
組
合
な
ど
の

沖
縄
市
内
建
設
関
連
団
体
が
提
言

　

沖
縄
市
内
の
建
設
業
団
体

ら
で
構
成
す
る
沖
縄
市
街
づ

く
り
救
急
隊
協
議
会

（O
kinaw

a  city T
ow

n

R
e
se

arch
 G

ro
u
p

＝

O
TR

G

）は
五
月
二
十
六
日
、

沖
縄
市
役
所

に
桑
江
朝
千

夫
市
長
を
訪

ね
、
同
団
体

の
活
動
報
告

を
行
っ
た
。

詳
細
は
全
管

連
ジ
ャ
ー
ナ

ル
八
月
号
で

紹
介
い
た
し

ま
す
。

　

街
づ
く
り

救
急
隊
は
、

（
一
社
）
建
設
産
業
専
門
団

体
連
合
会
が
「
日
常
生
活
に

必
要
な
公
共
構
築
物
、
国
土

の
異
常
に
気
づ
け
る
人
（
専

門
工
事
業
者
）
が
主
体
と
な

っ
て
、
地
元
、
自
治
体
職
員

等
と
連
携
の
も
と
、
住
み
よ

い
町
・
国
づ
く
り
の
手
助
け

を
行
う
こ
と
」
を
目
的
に
展

開
し
て
い
る
事
業
で
、
建
専

連
沖
縄
地
区
連
合
会
は
平
成

二
十
五
年
度
事
業
と
し
て
受

託
し
、
沖
縄
市
管
工
事
協
同

組
合
に
付
託
し
た
。
同
会
は

沖
縄
市
長
・
副
市
長
と
の
懇

談
会
や
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
視
察
研
修
も
実
施
し

た
。

　

今
後
は
各
部
会
有
志
で
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

提
言
を
継
続
し
て
い
く
と
し

て
い
る
。

平
成
26
年
度
「
建
設
業
職
長
等
指
導

能
力
向
上
研
修
会
」
の
ご
案
内

　
（
株
）
建
設
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
は
、
建
設
業
に
お
け

る
技
能
労
働
者
等
の
人
材
不

足
が
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、

未
熟
練
労
働
者
の
就
業
や
、

退
職
・
離
職
し
て
い
た
技
能

労
働
者
等
の
復
帰
も
み
ら
れ

る
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
人
材
不
足
に
対

応
し
た
労
働
災
害
防
止
対
策

と
し
て
、
作
業
方
法
や
部
下

の
教
育
・
指
導
な
ど
建
設
現

場
の
安
全
衛
生
管
理
に
果
た

す
役
割
の
大
き
い「
職
長
等
」 

の
指
導
力
向
上
の
た
め
の
再

教
育
と
し
て
、
今
年
度
、
当

振
興
セ
ン
タ
ー
が
厚
生
労
働

省
よ
り
委
託
を
う
け
て
、
標

記
講
習
会
を
全
国
各
地
で
実

施
い
た
し
ま
す
。

　

同
研
修
は
、
職
長
に
必
要

な
職
務
知
識
を
再
確
認
さ
せ

る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
指
導

力
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の

諸
手
法
を
講
義
方
式
と
演
習

方
式
を
併
用
し
た
、
実
践
的

教
育
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
職
長
等
の
指
導
力
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
な
お
、
同
研
修
は
、

安
全
衛
生
教
育
推
進
要
綱
に

基
づ
く
「
職
長
等
に
対
す
る

能
力
向
上
教
育
に
準
じ
た
教

育
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

記

１
．
主
催　
（
株
）
建
設
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー

２
．
受
講
対
象
者　

職
長
と

し
て
職
務
に
つ
い
て
、
概
ね

五
年
以
上
経
過
し
た
方
、
ま

た
は
そ
れ
に
準
じ
た
方

３
．
研
修
内
容
・
開
催
日
程

な
ど　

全
国
各
地
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
下
さ

い
）

４
．
定
員　

三
十
名
（
先
着

順
の
申
込
と
な
っ
て
お
り
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
）

５
．
受
講
料　

無
料

６
．
Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｓ　

Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｓ

対
象
の
講
座
で
す
。

７
．
申
込
方
法　

当
振
興
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.k

s-sc.

co.jp/

８
．
問
い
合
わ
せ
先

　
（
株
）
建
設
業
振
興
セ
ン

タ
ー
（
電
話
〇
三
―
五
四
〇

八
―
一
八
八
一
）

  
３

8年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

許可業者数 564,849 568,548 586,045 600,980 585,959 571,388 552,210 558,857 562,661 542,264 524,273 507,528 509,174 513,196 498,806 483,639 469,900 470,639

新規業者数 33,223 31,224 26,050 24,280 24,949 23,875 23,481 21,254 18,220 20,085 20,004 20,426 18,902 20,192 18,464 16,034 17,320 15,738

廃業等業者数 25,549 27,525 8,553 9,345 39,970 38,446 42,659 14,607 14,416 40,482 37,995 37,171 17,256 16,170 32,854 31,201 31,059 14,999

年度間増減 7,674 3,699 17,497 14,935 -15,021 -14,571 -19,178 6,647 3,804 -20,397 -17,991 -16,745 1,646 4,022 -14,390 -15,167 -13,739 739

※　許可業者数については各年度末（３月末時点）の数、新規業者数、廃業等業者数については各年度の数を表す。

25,549
27,525

8,553 9,345

39,970
38,446

42,659

14,607 14,416

40,482
37,995 37,171

17,256 16,170

32,854

31,201 31,059

14,999

33,223
31,224

26,050
24,280 24,949 23,875 23,481

21,254
18,220

20,085 20,004 20,426
18,902 20,192 

18,464 
16,034 

17,320 
15,738

564,849 568,548

586,045

600,980

585,959

571,388

552,210
558,857

562,661

542,264

524,273
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513,196

498,806
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許可業者数
業者数（新規・廃業等） 図１：許可業者数・新規及び廃業等業者数の推移

廃業等業者数

新規業者数

許可業者数

 

（
一
社
）
建
設
産
業
専
門
団
体
連
合
会
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全
国
安
全
週
間
始
ま
る

︱　

み
ん
な
で
つ
な
ぎ　

高
ま
る
意
識　

　
　

達
成
し
よ
う
ゼ
ロ
災
害　

︱

　

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会
（
会
長
・
錢
高
一
善
氏
）

で
は
、
厚
生
労
働
省
・
国
土

交
通
省
の
後
援
に
よ
り
、
毎

年
、
六
月
一
日
か
ら
三
十
日

ま
で
を
準
備
期
間
、
七
月
一

日
か
ら
七
日
ま
で
を
本
週
間

と
し
て
、「
み
ん
な
で
つ
な

ぎ　

高
ま
る
期
待　

達
成
し

よ
う
ゼ
ロ
災
害
」
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
、
こ
の
安
全
週
間

を
契
機
に
、
経
営
ト
ッ
プ
の

明
確
な
方
針
の
も
と
に
店
社

と
作
業
者
が
緊
密
に
連
携
し

て
安
全
衛
生
水
準
の
い
っ
そ

の
向
上
を
目
指
し
、
実
効
あ

る
安
全
衛
生
管
理
活
動
を
実

施
す
る
。
詳
細
は
同
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

下
さ
い
。

　
h

t
t
p

:/
/

w
w

w
.

k
e
n
s
a
ib

o
u
.o

r.jp
/

index.htm
l

　

全
国
安
全
週
間
は
、
昭
和

三
年
に
初
め
て
実
施
さ
れ
て

以
来
、
一
度
も
中
断
す
る
こ

と
な
く
続
け
ら
れ
、
本
年
で

八
十
七
回
目
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
建
設
業
労
働
災
害

防
止
協
会
は
、
昭
和
三
十
九 

年
九
月
一
日
に
設
立
さ
れ
、

今
年
は
創
立
五
十
周
年
の
記

念
す
べ
き
年
に
当
た
り
ま

す
。
発
足
当
時
に
は
、
建
設

労
働
災
害
に
よ
る
死
亡
者
数

が
二
千
四
百
人
を
超
え
る
状

況
に
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成

二
十
五
年
の
死
亡
者
数
は

三
百
四
十
二
人
と
な
り
、
約

七
分
の
一
に
ま
で
減
少
し
て

き
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
会

員
各
位
の
長
年
に
わ
た
る
地

道
な
安
全
衛
生
活
動
の
賜
で

あ
り
ま
す
。

　

今
般
、
全
国
安
全
週
間
の

準
備
期
間
お
よ
び
本
週
間
に

お
い
て
取
り
組
む
べ
き
事
項

を
ま
と
め
た
「
全
国
安
全
週

間
実
施
要
領
」
を
作
成
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
会
員
各
位

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
実

施
要
領
を
参
考
に
し
て
、
経

営
ト
ッ
プ
の
強
力
な
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
下
に
、
関
係
者

が
一
丸
と
な
っ
て
職
場
の
安

全
確
保
に
取
り
組
ま
れ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

26 年度

建
設
業
災
害
対
応
金
融
支
援

事
業
の
ご
案
内

︱
平
成
26
年
度
末
ま
で
延
長

︱（
一
財
）
建
設
業
振
興
基
金

　

国
土
交
通
省
で
は
、
建
設

企
業
が
所
定
の
建
設
機
械
の

購
入
に
あ
た
り
、
金
融
機
関

か
ら
購
入
資
金
の
融
資
を
受

け
る
際
の
金
利
の
一
部
、
ま

た
は
割
賦
で
購
入
す
る
際
の

金
利
手
数
料
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

（
一
財
）
建
設
業
振
興
基
金

（
以
下
、
「
振
興
基
金
」
と

い
い
ま
す
。
）
で
は
助
成
申

請
を
受
付
し
て
お
り
、
手
続

き
の
流
れ
や
申
請
書
類
等

は
、
振
興
基
金
の
下
記
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
て
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。http://w

w
w

.

kensetsu-kikin.or.jp/

saim
u/kenki.htm

l

　

な
お
、
全
管
連
ジ
ャ
ー
ナ

ル
に
て
国
交
省
担
当
官
に
よ

る
寄
稿
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

本
制
度
は
対
象
と
な
る
建

設
機
械
を
拡
大
し
、
平
成
二

十
六
年
度
ま
で
延
長
さ
れ
て

お
り
、
平
成
二
十
五
年
三
月

の
制
度
開
始
か
ら
、
本
年
五

月
末
時
点
の
助
成
台
数
は
累

計
千
五
台
、
助
成
総
額
は
二

億
千
三
百
七
十
八
万
円
に
達

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
時
限
措
置
の
制
度

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

貴
団
体
の
会
員
企
業
様
へ
の

ご
周
知
方
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

窓
口
は
、
（
一
財
）
建
設

業
振
興
基
金
金
融
支
援
部

（
電
話
〇
三
︱
五
四
七
三
︱

四
五
七
五
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
︱

五
四
七
三
︱
一
五
九
三
、
担

当
：
由
井
氏
、
礒
貝
氏
）

DIC N893　　DIC N898　　DIC F29

港湾荷役業
  6人　0.6％

その他
311人
30.2％

死亡者数
1,030人

死亡者数
342人

建設業
342人
33.2％

製造業
201人
19.5％

取扱運搬等  2人　0.6％

クレーン等  9人　2.6％
爆発火災等  4人　1.2％

電気  1人　0.3％

倒壊
13人　3.8％

飛来落下
28人　8.2％

土砂崩壊等
21人　6.1％

自動車等
44人
12.9％

建設機械等
31人　9.1％

墜落・転落
160人
46.8％

その他  29人　8.5％

鉱業
  8人　0.8％
交通運輸業
  16人　1.6％

林業
  39人　3.8％

陸上貨物運送事業
107人　10.4％

設備工事
51人
14.9％

死亡者数
342人

建築工事
160人
46.8％

土木工事
131人
38.3％
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全　産　業

建　設　業

• 死亡災害は 342人、昨年より25人減（－6.8％）となった。
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資料１ 平成25年の建設業における死亡災害の発生状況（平成 25 年確定値）

死亡災害の推移（昭和33年～平成25年）

業種別死亡発生状況

災害の種類別死亡災害

工事の種類別死亡災害

◎建設業の死亡災害は、342人となった。全産業の中では、
33.2%（前年 33.6％）を占めている。

◎工事の種類別では、建築工事 160人と土木工事 131人で、
計 291 人発生し、建設業の死亡災害数の85.1％を占めてい
る。

◎死亡災害を種類別に見ると、三大災害で 234 人全体
の 68.4%（前年 66.5%）を占めている。

●墜落・転落災害�－－－－－－－－－－－－－－－－－－　160人　46.8％

●建設機械・クレーン等災害�－－－－－－－－－－　40人　11.7％

●倒壊・崩壊災害�－－－－－－－－－－－－－－－－－－－　34 人 　9.9％

平成23年の数値については、東日本大震災を
直接の原因とする死亡災害1,057人を除いている。

4

DIC N893　　DIC N898　　DIC F29

死亡者数
160人

死亡者数
131人

死亡者数
40人

死亡者数
160人

死亡者数
34人

死亡者数
51人

梁・母屋
10人　6.3％

港湾・海岸工事 
７人　5.3％

机、ビットへ　１人　0.6％
えん堤から　１人　0.6％

電柱から　
２人　1.3％

工事用エレベータから・
建設用リフトから　
２人　1.3％

脚立・うま
５人　3.1％
その他の機械設備
５人　3.1％

河川土木工事
８人　6.1％

足場
34人

21.3％

屋根・屋上
27人　16.9％

その他　８人　5.0％

窓・階段・開口部・床の端
13人　8.1％

ガケ・斜面
21人

13.1％

その他の
土木工事

36人
27.5％

上下水道
工事
11人　
8.4％

道路建設工事
40人

30.5％

トンネル建設工事
４人　3.1％

橋梁建設工事
７人　5.3％

建築設備工事
10人　6.3％

落盤、肌落ち
１人　2.9％

足場、作業講台等
１人　2.9％

水力発電所等建設工事
２人　1.5％

鉄道軌道建設工事
２人　1.5％

砂防工事　
９人　6.9％

土地整理土木工事
５人　3.8％

スレート・
波板等の
踏み抜き
16人　10.0％

はしご
13人　8.1％

塔等　２人　1.3％

くい打機・くい抜機・
ボーリングマシン　
１人　2.5％

コンクリート
ポンプ車による　
１人　2.5％

パワー
ショベル等

14人
35.0％

車両系建設機械に
類する機械 １人　2.5％

その他の
建設機械

６人
15.0％

移動式クレーン
７人　17.5％

ブレーカによる　１人　2.5％

圧砕機　２人　5.0％

鉄骨・鉄筋
コンクリート造
家屋建築工事

55人
34.4％

その他の
建築工事

62人
38.8％

木造家屋
建築工事

33人
20.6％

高所作業車　３人　7.5％

その他の
設備工事

26人
51.0％

機械器具
設置工事

13人
25.5％

電気・　
通信工事

12人
23.5％

土砂崩壊
13人

38.2％
コンクリート擁壁・
レンガ等の倒壊
２人　5.9％

建物・橋梁
等の倒壊
６人　17.6％

その他の倒壊（立てかけたものが倒れた等）
４人　11.8％

天井走行クレーン・
その他の
クレーン １人　2.5％

ブルドーザー等による
１人　2.5％

不整地運搬車による
１人　2.5％

二又・三又・坊主
等による　１人　2.5％

岩石の崩壊
５人　14.7％

岩石の崩落
（上部から石が落ちた）
２人　5.9％

土 木 工事 墜落・転落災害

建 築 工事 建設機械・クレーン等災害

設 備工事 倒壊・崩壊災害

◎土木工事では、道路建設工事、上下水道工事および砂防
工事で、60人発生し、全体の 45.8％を占めている。

◎建築工事では、鉄骨・鉄筋コンクリート造家屋建築工事お
よび木造家屋建築工事で、88人発生し、全体の 55.0％を
占めている。

◎設備工事では、機械器具設置工事および電気・通信工事で、
25人発生し、全体の 49.0％を占めている。

◎墜落・転落災害は、足場、屋根・屋上、ガケ・斜面、お
よびスレート・波板の踏み抜きの災害で、98人発生し、全
体の 61.3%を占めている。

◎建設機械・クレーン等災害は、パワーショベル等による災
害で、14 人発生し、全体の 35.0%を占めている。

◎倒壊・崩壊災害は、土砂崩壊・建物・橋梁等の倒壊および
岩石の崩壊で、24 人発生し、全体の 70.6％を占めている。

1 2工事 の種 類 別 発 生状 況 三 大 災害発 生状 況
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建
設
業
許
可
事
務
指
針
の
見

直
し
へ

　

７
月
22
日
ま
で
意
見
を
募

集　
　
　
　
　

国
土
交
通
省 

　

国
土
交
通
省
は
、
建
設
業

許
可
事
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

見
直
し
案
を
ま
と
め
た
。
許

可
業
種
区
分
に
対
応
し
た
建

設
工
事
の
「
内
容
」
「
例

示
」
「
区
分
の
考
え
方
」

を
、
新
た
な
施
工
実
態
や
取

引
実
態
に
対
応
さ
せ
た
。

　

見
直
し
案
に
対
す
る
意
見

を
七
月
二
十
二
日
ま
で
募
集

し
た
上
で
、
最
終
決
定
す

る
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
し
て
下
さ
い
。

http://search.e-gov.

go.jp/servlet/P
ublic?

C
L
A

S
S
N
A

M
E
=P

C
M

M

E
T
A
IL

&
id=155140303

「
内
容
」
は
同
省
の
告
示
、

「
例
示
」
と
「
考
え
方
」
は

土
地
・
建
設
産
業
局
建
設
業

課
長
通
達
と
な
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
示
す
。
見
直
し
案
の

う
ち
、
先
に
成
立
し
た
改
正

建
設
業
法
で
新
た
な
業
種
区

分
と
し
て
追
加
さ
れ
た
「
解

体
工
事
」
に
関
連
す
る
部
分

は
、
公
布
（
六
月
四
日
）
か

ら
二
年
以
内
に
定
め
る
施
行

日
に
合
わ
せ
て
適
用
。
解
体

工
事
に
対
応
す
る
部
分
以
外

は
即
時
適
用
と
な
っ
た
。

　

見
直
し
案
の
内
う
ち
、
建

設
工
事
の
内
容
は
、
管
工
事

に
「
冷
凍
冷
蔵
」
の
設
備
を

設
置
す
る
工
事
を
追
加
す

る
。
新
設
す
る
解
体
工
事
に

対
応
し
た
内
容
を
「
工
作
物

の
解
体
を
行
う
工
事
」
と
明

記
し
た
上
で
、
と
び
・
土

工
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
の

内
容
の
中
か
ら
「
工
作
物
の

解
体
」
を
削
除
す
る
。　
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３
日　
（
公
財
）
給
水
工
事

技
術
振
興
財
団
の
第
六
回
理
事

会
が
午
前
十
一
時
よ
り
、
東
京

都
千
代
田
区
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

市
ヶ
谷
に
て
行
わ
れ
、
大
澤
会

長
、
松
田
副
会
長
、
佐
々
木
副

会
長
が
出
席
し
、
松
本
常
務
が

随
行
し
た
。

　

同
日　

宇
仁
菅
厚
生
労
働
省

水
道
課
長
と
の
対
談
が
午
後
一

時
よ
り
、
東
京
都
千
代
田
区
の

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
て
行

わ
れ
、
大
澤
会
長
、
松
田
副
会

長
、
佐
々
木
副
会
長
、
松
本
常

務
が
出
席
し
た
。

　

同
日　
（
一
社
）
建
設
産
業

専
門
団
体
連
合
会
の
第
十
三
回

通
常
総
会
が
午
後
三
時
三
十
分

よ
り
、
東
京
都
千
代
田
区
の
東

海
大
学
校
友
会
館
に
て
行
わ

れ
、
松
本
常
務
が
出
席
し
た
。

　

６
日　

第
二
百
三
回
総
務
部

会
が
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、

全
管
連
会
館
に
て
行
わ
れ
、
出

席
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

松
田
副
会
長
、
岩
野
部
長
、

大
熊
副
部
長
、
伊
藤
委
員
長
、

高
木
副
委
員
長
、
松
本
常
務
、

上
田
局
長
、
佐
藤
課
長
、
鈴
木

課
長
が
出
席
し
た
。

　

10
日　

中
央
職
業
能
力
開
発

協
会
の
中
央
技
能
検
定
委
員
会

が
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
東

京
都
新
宿
区
の
Ａ
Ｐ
西
新
宿
に

て
行
わ
れ
、松
本
技
術
委
員
長
、

綱
田
健
志
氏
が
出
席
し
た
。

　

同
日　

浄
化
槽
中
央
連
絡
協

議
会
の
平
成
二
十
六
年
度
第
一

回
事
務
連
絡
会
議
が
午
後
二
時

三
十
分
よ
り
東
京
都
新
宿
区
の

全
浄
連
会
議
室
に
て
行
わ
れ
、

上
田
局
長
が
出
席
し
た
。

　

11
日　

第
八
十
一
回
経
理
委

員
会
が
午
後
二
時
よ
り
、
全
管

連
会
館
に
て
行
わ
れ
、
出
席
者

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

黒
澤
副
会
長
、
岩
永
部
長
、

松
原
副
部
長
、
田
中
委
員
、
渡

邊
委
員
、
加
藤
委
員
、
川
島
委

員
、
松
本
常
務
、
上
田
局
長
、

佐
藤
課
長
、
鈴
木
課
長
、
依
田

職
員
が
出
席
し
た
。

　

同
日　

全
国
設
備
業
Ｉ
Ｔ
推

進
会
の
第
九
回
定
時
総
会
が
午

後
二
時
よ
り
、
東
京
都
千
代
田

区
の
御
茶
ノ
水
ソ
ラ
シ
テ
ィ
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に
て

行
わ
れ
、
仲
村
職
員
が
出
席
し

た
。

　

12
日　
（
一
財
）
全
国
建
設

研
修
セ
ン
タ
ー
の
定
時
評
議
員

会
が
午
前
十
時
三
十
分
よ
り
、

東
京
都
千
代
田
区
の
全
国
建
設

研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
、

松
田
副
会
長
が
出
席
し
た
。

　

同
日　
（
一
財
）
全
国
建
設

研
修
セ
ン
タ
ー
へ
の
陳
情
が
行

わ
れ
、
松
田
副
会
長
、
上
田
局

長
が
陳
情
し
た
。

　

13
日　

平
成
二
十
五
年
度
第

二
回
監
事
会
が
午
後
十
二
時
よ

り
、全
管
連
会
館
に
て
行
わ
れ
、

出
席
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

石
川
代
表
幹
事
、
新
井
監
事
、

廣
瀬
監
事
、
佐
藤
監
事
、
竹
中

監
事
、
福
田
員
外
監
事
、
岩
永

経
理
部
長
、
柳
沢
伸
氏
、
松
本

常
務
、
上
田
局
長
、
佐
藤
課
長
、

依
田
主
任
が
出
席
し
た
。

　

同
日　

第
五
十
二
回
技
能
五

輪
全
国
大
会
（
配
管
職
種
）
協

議
会
場
視
察
が
午
後
一
時
よ

り
、
愛
知
県
の
豊
橋
市
総
合
体

育
館
に
て
行
わ
れ
、
仲
村
職
員

が
視
察
し
た
。

　

16
日　

給
水
シ
ス
テ
ム
協
会

の
第
二
十
七
回
通
常
総
会
懇
親

会
が
正
午
よ
り
、
東
京
都
千
代

田
区
の
日
比
谷
松
本
楼
に
て
行

わ
れ
、
松
本
常
務
、
上
田
局
長

が
出
席
し
た
。

　

同
日　

国
土
交
通
省
の
平
成

二
十
六
年
度
優
秀
施
工
者
国
土

交
通
大
臣
顕
彰
審
査
委
員
会
が

午
後
三
時
よ
り
、
国
土
交
通
省

　

土
地
・
建
設
産
業
局
会
議
室

に
て
行
わ
れ
、
大
澤
会
長
が
出

席
し
た
。

　

17
日　

第
二
百
二
十
八
回
正

副
会
長
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
部
長

会
議
が
午
後
二
時
よ
り
、
全
管

連
会
館
に
て
行
わ
れ
た
。
出
席

者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。（
敬

称
略
）

　

会
長
・
大
澤
、
副
会
長
・
渡

辺
、
黒
澤
、
臼
倉
、
松
田
、
佐
々

木
、
藤
川
、
冨
田
、
加
藤
、
藤

岡
、
和
田
、
髙
橋
、
中
川
、
藤
、

ブ
ロ
ッ
ク
長
・
横
須
賀
、
友
近
、

部
長
・
岩
野
、岩
永
、蒼
森
、原
、

北
向
、
佐
藤
、
松
本
常
務
、
上

田
局
長
、
佐
藤
課
長
、
鈴
木
課

長
。

　

18
日　
（
一
社
）
全
国
浄
化

槽
団
体
連
合
会
の
第
二
回
定
時

総
会
懇
親
会
が
午
後
五
時
よ

り
、
東
京
都
千
代
田
区
の
東
京

會
館
に
て
行
わ
れ
、
松
本
常
務

が
出
席
し
た
。

　

同
日　

全
管
連
青
年
部
協
議

会
の
正
副
会
長
部
会
長
会
議

（W
eb

）
が
午
後
六
時
よ
り
行

わ
れ
、
佐
藤
課
長
、
仲
村
職
員

が
出
席
し
た
。

　

19
日　

第
三
回
給
水
装
置
工

事
配
管
技
能
検
定
会
に
関
す
る

打
合
せ
会
が
午
後
一
時
よ
り
、

全
管
連
会
館
に
て
行
わ
れ
た
。

出
席
者
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

　

中
川
技
術
副
会
長
、
佐
藤
技

術
部
長
、
松
本
技
術
委
員
長
、

松
本
常
務
、
上
田
局
長
、
依
田

主
任
。

　

20
日　

中
央
職
業
能
力
開
発

協
会
の
第
二
十
八
回
技
能
グ
ラ

ン
プ
リ
に
係
る
合
同
委
員
会
が

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
東
京

都
新
宿
区
の
Ａ
Ｐ
西
新
宿
に
て

行
わ
れ
、
松
本
技
術
委
員
長
、

綱
田
健
志
氏
、
仲
村
職
員
が
出

席
し
た
。

　

21
日　

第
五
十
二
回
技
能
五

輪
全
国
大
会
競
技
委
員
会
第
三

回
「
配
管
分
科
会
」
が
午
前
九

時
よ
り
、
川
崎
市
中
原
区
の
川

崎
市
管
工
事
業
協
同
組
合
宮
内

出
張
所
に
て
行
わ
れ
、
松
本
技

術
委
員
長
、
佐
藤
課
長
、
仲
村

職
員
が
出
席
し
た
。

　

23
日　
（
公
財
）
給
水
工
事

技
術
振
興
財
団
の
第
六
回
評
議

員
会
が
午
後
一
時
三
十
分
よ

り
、
東
京
都
千
代
田
区
の
都
道

府
県
会
館
に
て
行
わ
れ
、
渡
辺

副
会
長
、
藤
川
副
会
長
、
藤
副

会
長
が
出
席
し
た
。

　

24
日　
（
公
社
）
日
本
水
道

協
会
の
第
八
十
四
回
総
会
が
午

後
二
時
よ
り
、
東
京
都
千
代
田

区
の
砂
防
会
館
に
て
行
わ
れ
、

松
本
常
務
が
参
加
し
た
。

　

同
日　
（
一
財
）
地
域
開
発

研
究
所
の
平
成
二
十
六
年
度
定

時
評
議
員
会
が
午
後
二
時
よ

り
、
東
京
都
文
京
区
に
あ
る
地

域
開
発
研
究
所
に
て
行
わ
れ
、

松
田
副
会
長
が
出
席
し
た
。

　

26
日　

平
成
二
十
六
年
度
施

工
技
術
調
査
研
究
会
（
第
一
回

検
討
会
及
び
監
事
会
）
が
午
後

一
時
三
十
分
よ
り
、
厚
生
労

働
省
に
て
行
わ
れ
、 

鈴
木
宏
尚

氏
、
上
田
局
長
が
出
席
し
た
。

　

27
日　

第
五
十
二
回
技
能
五

輪
全
国
大
会
競
技
委
員
会
第
四

回
「
配
管
分
科
会
」
が
午
後
二

時
よ
り
、
第
一
回
人
材
育
成
の

取
組
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
委
員
会

（
配
管
職
種
部
会
）
が
午
後
四

時
よ
り
、
東
京
都
中
央
区
の
日

空
衛
に
て
行
わ
れ
、
松
本
技
術

委
員
長
、
綱
田
健
志
氏
、
仲
村

職
員
が
出
席
し
た
。

　

30
日　

中
央
職
業
能
力
開
発

協
会
の
中
央
技
能
検
定
委
員
会

が
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
東

京
都
新
宿
区
の
同
協
会
に
て
行

わ
れ
、
松
本
技
術
委
員
長
、
綱

田
健
志
氏
が
出
席
し
た
。

　

同
日　
（
一
社
）
全
国
浄
化

槽
団
体
連
合
会
の
第
二
十
八
回

浄
化
槽
の
日
実
行
委
員
会
が
午

前
十
時
三
十
分
よ
り
、
東
京
都

新
宿
区
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ

ル
市
ヶ
谷
に
て
行
わ
れ
、
上
田

局
長
が
出
席
し
た
。

給
水
財
団
が
理
事
会
・
評
議

員
会
を
開
催

　

給
水
工
事
技
術
振
興
財
団

（
理
事
長
・
浜
田
康
敬
氏
）

は
六
月
三
日
に
第
六
回
理
事

会
、
六
月
二
十
三
日
に
第
六

回
評
議
員
会
を
東
京
都
千
代

田
区
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ

谷
に
て
開
催
し
た
。

　

理
事
会
は
、
①
平
成
二
十

五
年
度
事
業
報
告
（
案
）
②

平
成
二
十
五
年
度
計
算
書
類

第
２
２
８
回
正
副
会
長
・
ブ

ロ
ッ
ク
長
・
部
長
会
議

　

標
記
会
議
が
六
月
十
七
日

に
全
管
連
会
館
に
お
い
て
行

わ
れ
た
。

　

当
日
は
、①
臨
時
総
会（
七

月
一
日
）
に
提
出
す
る
議
案

②
第
三
百
十
八
回
理
事
会

（
同
）
に
提
出
す
る
議
案
③

出
資
金
の
人
数
割
調
整（
案
）

④
支
部
に
関
す
る
規
約
の
改

正
（
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
廃
止
）

等
（
案
）
③
第
六
回
評
議
員

会
の
招
集
（
案
）
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
、
評
議
員
会

は
①
理
事
及
び
監
事
の
選
任

（
案
）
及
び
評
議
員
の
選
任

（
案
）
②
平
成
二
十
五
年
度

事
業
報
告
（
案
）
③
平
成
二

十
五
年
度
計
算
書
類
等（
案
）

に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ

た
。

第
２
０
３
回
総
務
部
会
を
開

催
　

標
記
部
会
が
六
月
六
日
に

全
管
連
会
館
に
お
い
て
行
わ

れ
た
。

　

当
日
は
、
①
第
二
百
二
十

八
回
正
副
会
長
・
ブ
ロ
ッ
ク

長
・
部
長
会
議
（
六
月
十
七

日
（
火
））
に
提
出
す
る
議

案
②
表
彰
候
補
者
③
賛
助
会

員
の
入
退
会
④
新
年
賀
詞
交

歓
会
の
会
場
に
つ
い
て
協
議

が
行
わ
れ
た
。

第
８
１
回
経
理
委
員
会
を
開

催
　

標
記
委
員
会
が
六
月
十
一

日
に
全
管
連
会
館
に
お
い
て

行
わ
れ
た
。

　

当
日
は
、
①
平
成
二
十
五

年
度
事
業
報
告
（
案
）
②
平

成
二
十
五
年
度
収
支
決
算
報

告
（
案
）
③
平
成
二
十
六
年

度
事
業
計
画
（
案
）
④
平
成

二
十
六
年
度
収
支
予
算（
案
）

⑤
出
資
金
の
人
数
割
調
整

（
案
）
⑥
全
国
管
工
事
業
政

治
連
盟
の
運
営
（
案
）
に
つ

い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

平
成
25
年
度
第
二
回
監
事
会

を
開
催

⑤
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の

登
録
更
新
制
度
創
設
（
案
）

⑥
全
国
管
工
事
業
政
治
連
盟

の
運
営
（
案
）
⑦
新
年
賀
詞

交
歓
会
の
会
場
に
つ
い
て
協

議
が
行
わ
れ
た
。

第
56
回
水
の
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
ご
案
内

 　

厚
生
労
働
省
は
、
今
年
も

水
道
施
設
工
事
に
汗
を
流
す

人
々
や
、
水
の
あ
る
風
景
な

ど
の
「
水
」
や
水
道
に
寄
せ

る
想
い
を
表
現
す
る
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
を
実
施
い
た
し
ま

す
。

　

申
し
込
み
方
法
な
ど
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。http://

w
w

w
.suidou.co.jp/

　

標
記
監
事
会
が
六
月
十
三

日
に
全
管
連
会
館
に
お
い
て

行
わ
れ
た
。

　

当
日
は
、
①
平
成
二
十
五

年
度
事
業
報
告
（
案
）
②
平

成
二
十
五
年
度
収
支
決
算
報

告
（
案
）
③
決
算
関
係
書
類

の
確
認
④
平
成
二
十
五
年
度

下
半
期
伝
票
の
監
査
を
行
っ

た
。

給水装置工事主任技術者試験の受験者に最適の書
これまでの試験問題の傾向を徹底分析、体系的に解説

　給水装置工事主任技術者試験が国家資格として実施されて以来、多くの会員の皆様からの要望にお応
えして、全管連では平成12年度より「給水装置工事主任技術者試験問題集〈合格への近道〉これならわ
かる問題と解説」を発刊いたしてまいりました。
　おかげ様で大変好評をいただき、今年度も平成25年度までの出題内容を精査し、さらに（公財）給水
工事技術振興財団発行の「改訂 給水装置工事技術指針」を参考文献として、内容を充実させ4訂第2版
として作成いたしましたのでご案内申し上げます。
　さらに、給水装置工事主任技術者試験を受験される皆さんにとって、過去の問題を知ることは、大変
重要であることから、直近3ヶ年の試験問題にその解説・解答を添え、さらに、過去のすべての試験問
題を分析し、試験の傾向と出題のポイントと計算問題をまとめた『〈合格への近道〉平成23～25年度
給水装置工事主任技術者試験問題収録版』を作成いたしました。併せてご活用ください。

全管連所属の地元組合へお申し込みください。

お申し込み方法

合格への近道

これならわかる問題と解説
4訂第2版

全管連技術資格研究会　著
B5判 328頁　定価＝3,600円（税込）
発行　全国管工事業協同組合連合会

第 1 章　試験案内
第 2 章　公衆衛生概論
第 3 章　水道行政
第 4 章　給水装置の概要
第 5 章　給水装置の構造及び性能
第 6 章　給水装置工事法
第 7 章　給水装置施工管理法
第 8 章　給水装置計画論
第 9 章　給水装置工事事務論
第10章　関係法規等

主な内容

合格への近道

給水装置工事主任技術者
試験問題収録版

全管連技術資格研究会　著
B5判 135頁　定価＝2,880円（税込）
発行　全国管工事業協同組合連合会

主な内容

第 1 章　出題傾向の分析
第 2 章　平成25年度問題と解説と解答
第 3 章　平成24年度問題と解説と解答
第 4 章　平成23年度問題と解説と解答
第 5 章　平成9～22年度計算問題と解答
　　　　 （出題分野ごとに抜粋）

給水装置工事主任技術者試験の受験者に最適の書
これまでの試験問題の傾向を徹底分析、体系的に解説

全
管
連
の
う
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き
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『
み
ら
い
市
２
０
１
４
』
の

ご
案
内　
　
　
　

橋
本
総
業

　　

本
会
賛
助
会
員
の
橋
本
総

業
（
株
）
並
び
に
関
連
メ
ー

カ
ー
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
よ
り

組
織
さ
れ
る
「
み
ら
い
会
」

の
主
催
す
る
標
記
展
示
会

が
、
七
月
十
八
日
、
七
月
十

九
日
の
両
日
に
わ
た
り
、
設

備
機
器
資
材
関
連
メ
ー
カ
ー

約
三
百
社
が
参
加
し
て
、
東

京
都
江
東
区
の
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
に
お
い
て
開
催
さ
れ

る
。

　

今
年
度
の
み
ら
い
市
は

「
共
に
栄
え
る　

み
ら
い
市
」

を
テ
ー
マ
に
、
業
界
関
連
企

業
、
関
連
団
体
、
業
者
の
出

会
い
の
場
と
し
て
み
ら
い
市

を
活
か
し
て
頂
き
、「
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
健
康
・
快
適
」

「
安
全
・
安
心
」「
中
古
・
リ

フ
ォ
ー
ム
」「
地
域
活
性
化
」

「
Ｉ
Ｔ
活
用
」「
グ
ロ
ー
バ
ル

化
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
取
引

企
業
の
英
知
・
技
術
・
商
品

を
集
結
さ
せ
展
示
す
る
。
ま

た
、
商
材
の
拡
大
、
販
路
の

拡
大
、
機
能
の
強
化
を
目
指

し
て
い
く
。

　

橋
本
総
業
（
株
）
の
好
意

に
よ
り
、
全
管
連
青
年
部
が

ブ
ー
ス
展
示
を
行
い
、
若
年

者
へ
向
け
た
技
術
・
技
能
に

関
す
る
パ
ネ
ル
を
展
示
す
る

予
定
。

「
み
ら
い
市
２
０
１
４
」

１
、
会
場　

東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト　

東
２
・
３
ホ
ー
ル　

東
京
都
江
東
区
有
明
三
―
一

一
―
一
。
り
ん
か
い
線
国
際

展
示
場
駅
か
ら
徒
歩
五
分
。

２
、
期
間　

七
月
十
八
日

（
金
）、
七
月
十
九
日
（
土
）

の
二
日
間
、
午
前
九
時
三
十

分
〜
午
後
五
時
。

平
成
26
年
度
雇
用
関
係
助
成

金
の
ご
案
内

　

厚
生
労
働
省
は
、
平
成

二
十
六
年
度
の
雇
用
助
成
金

の
ご
案
内
を
公
表
し
た
。
雇

用
の
安
定
、
職
場
環
境
の
改

善
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支

援
、
従
業
員
の
能
力
向
上
な

ど
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
別
表
参
照
） 

　

現
在
の
各
種
助
成
金
に

つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

下
さ
い
。http://w

w
w

.

m
hlw

.go.jp/

か
ら
、「
分

野
別
の
政
策
」
→
「
雇
用
・

労
働
」の
中
の「
雇
用
」→「
施

策
情
報
」
の
中
の
「
助
成
金
」

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

　
「
建
設
労
働
者
確
保
育
成

助
成
金
」
は
、
建
設
労
働
者

の
雇
用
の
改
善
、
技
能
の
向

上
を
行
う
中
小
建
設
事
業
主

等
に
対
し
て
助
成
す
る
も
の

で
あ
り
、
建
設
業
に
お
け
る

若
年
労
働
者
の
確
保
並
び
に

育
成
及
び
技
能
継
承
を
図

り
、
も
っ
て
建
設
労
働
者
の

雇
用
の
安
定
、
並
び
に
能
力

の
開
発
及
び
向
上
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
「
建
設
教
育
訓
練
助
成
金
」

は
、
認
定
訓
練
、
技
能
実
習
、

新
分
野
教
育
訓
練
、
建
設
広

域
教
育
訓
練
、
建
設
業
人
材

育
成
支
援
の
五
種
類
、「
建

設
雇
用
改
善
推
進
助
成
金
」

は
建
設
事
業
主
、
建
設
事
業

主
団
体
が
支
給
対
象
者
と
な

り
ま
す
。 

　

詳
細
は
都
道
府
県
労
働
局

又
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

「
で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
」
の
ご

案
内

　
（
株
）
全
銀
電
子
債
権
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

　
（
株
）
全
銀
電
子
債
権
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
手
形
・
振

込
に
代
わ
る
新
た
な
決
済
手

段
と
し
て
、「
で
ん
さ
い
ネ

ッ
ト
（
株
式
会
社
全
銀
電
子

債
権
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）」
の

電
子
記
録
債
権「
で
ん
さ
い
」

の
取
扱
い
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
詳
細
は
、
全
管
連
ジ
ャ

ー
ナ
ル
で
紹
介
予
定
で
す
。

　

電
子
記
録
債
権
は
、
手

形
・
指
名
債
権
（
売
掛
債
権

等
）
の
問
題
点
を
克
服
し
た

新
た
な
金
銭
債
権
で
す
。
電

子
記
録
債
権
の
発
生
・
譲
渡

は
、
電
子
債
権
記
録
機
関

の
記
録
原
簿
に
電
子
記
録

す
る
こ
と
が
、
そ
の
効
力

発
生
の
要
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

　

http://w
w

w
.densai.

net/feature

　

電
子
記
録
債
権
制
度
は
、

二
〇
〇
八
年
十
二
月
、
中
小

企
業
な
ど
事
業
者
の
資
金
調

達
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
に

創
設
さ
れ
た
制
度
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
手
形
の
事
務
手
続

き
や
印
紙
税
、
保
管
・
搬
送

等
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
事
業

者
や
、
支
払
手
段
を
一
本
化

し
て
資
金
を
効
率
化
さ
せ
た

い
、
あ
る
い
は
売
掛
債
権
を

有
効
に
活
用
し
た
い
事
業
者

は
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
を

解
決
す
る
新
た
な
決
済
手
段

と
し
て
大
変
期
待
さ
れ
て
い

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
版
機
械
並
び
に

電
気
設
備
工
事
積
算
実
務
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
ご
案
内

　　

全
管
連
に
お
い
て
は
標
記

図
書
を
斡
旋
・
頒
布
い
た
し

ま
す
。
お
求
め
は
全
管
連
所

属
の
地
元
組
合
又
は
全
管
連

へ
お
申
込
下
さ
い
。

　

全
管
連
に
直
接
お
申
込
の

場
合
は
、
送
料
お
問
合
せ
の

上
（
四
〜
九
冊
の
場
合
）
最

寄
り
の
郵
便
局
で
現
金
書
留

又
は
郵
便
振
替
（
口
座
番
号

〇
〇
一
一
〇
―
六
―
八
八
六

一
四
）
を
利
用
し
て
前
金
に

て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

　

両
図
書
は
、
国
土
交
通
省

に
よ
る
本
年
一
月
の
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
発
表
を
受

け
、
五
月
中
旬
に
発
刊
さ
れ

ま
し
た
。
公
共
建
築
工
事
積

算
基
準
の
共
通
費
、
標
準
単

価
積
算
基
準
を
基
本
と
し
て

平
成
二
十
六
年
度
公
共
工
事

設
計
労
務
単
価
、
最
新
の
材

料
単
価
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
、
複
合
単
価
や
合
成
単
価

を
材
料
別
、
工
種
別
に
算
出

し
、
積
算
業
務
や
現
場
の
施

工
業
務
に
携
わ
る
方
の
た
め

に
わ
か
り
や
す
い
内
容
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
全

管
連
ジ
ャ
ー
ナ
ル
七
月
号
を

参
照
く
だ
さ
い
。 

平
成
二
十
六
年
度
版　

機
械

並
び
に
電
気
設
備
工
事
積
算

実
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
共
通
）

①
編
集
・
発
行　
（
有
）
全

日
出
版
社
。

②
体
裁　

Ｂ
五
判
、
七
百
二

十
頁
。

③
定
価　

七
千
五
百
六
十
円

（
税
込
）。

④
送
料　

一
冊　

四
百
六
十

円
、
二
〜
三
冊　

六
百
八
十

円
、
四
〜
九
冊　

宅
配
便
の

実
費
、
十
冊
以
上　

無
料
。
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